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「Youth Post・ユースポスト」とは、青年の活動や想いが全国に届く
ことを願って、Youth・ユース（青年）とPost・ポスト（郵便物）
を組み合わせたものです。本紙は、青年や青年団が全国でいきいきと
活躍する姿を伝える日本青年団協議会の機関紙・広報紙です。
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地域をつくり、仲間がつどう
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地域をつくり、仲間がつどう地域をつくり、仲間がつどう地域をつくり、仲間がつどう

2020 年 8 月のワークショップ。青年団員皆川さんのお店（金田屋魚店）も訪問。

2020 年 11 月の BBQ。３密を避け、青空の下で乾杯

2020年8月のワークショップでは、アイスブレイクで
「おもしろ村」に取組み、高校生も青年団も盛り上がる

2019年10月に開催されたきくらら祭。高畠町の青年たちと南陽市の
中学生ボランティアが綿菓子ブースを担当

2020年11月、南陽市内でテイクアウト可能な店を紹介するサイトの
チラシを配布。休憩しながら活動について打合せ

表紙は、2 頁山形県南陽市で活躍する南陽青年団の今までの活動写真。表紙は、2 頁山形県南陽市で活



よ
く

や

北
に
丘
陵
、
南
に
沃
野
、

開
湯
９
０
０
年
余
の
伝
統
あ

る
赤
湯
温
泉
や
宮
内
熊
野
大

社
な
ど
、
伝
統
と
歴
史
を
も

つ
南
陽
市
。
市
内
に
あ
る
シ

ェ
ル
タ
ー
な
ん
よ
う
ホ
ー
ル

（
南
陽
市
文
化
会
館
）
で
３

月
７
日
に
南
陽
青
年
団
（
以

下
、
青
年
団
）
が
発
足
し

た
。
発
足
式
に
は
ホ
ー
ル
に

来
賓
２
名
と
団
員
１１
名
、
オ

ン
ラ
イ
ン
で
立
会
人
２０
名
と

団
員
８
名
の
計
４１
名
が
集

い
、
成
功
裏
に
終
わ
っ
た
。

同
青
年
団
は
、
２
０
１
７

年
に
南
陽
市
が
主
催
す
る
ま

ち
づ
く
り
の
ア
イ
デ
ア
を
競

う
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
の
参

加
団
体
を
中
心
に
、
２
０
１

８
年
に
南
陽
青
年
団
（
仮
）

と
し
て
結
成
さ
れ
た
。

２
０
２
０
年
夏
に
行
っ
た

南
陽
市
青
年
教
育
推
進
事
業

お
き
た
ま

実
行
委
員
会
主
催
の
「
置
賜

地
区
高
校
生
ま
ち
づ
く
り
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
で
、
青
年

団
と
高
校
生
が
３
日
間
で
市

内
の
お
店
や
旅
館
、
農
家
等

を
訪
問
し
て
話
を
聞

き
、
高
校
生
の
ア
イ
デ

ア
を
基
に
ま
ち
づ
く
り

の
企
画
書
作
成
を
手
伝

っ
た
。
当
時
高
校
生
と

さ
ら

や

ゆ
き

し
て
参
加
し
た
皿
谷
倖

や也
さ
ん
（
１８
）
は
、
青

年
団
の
板
垣
航
団
長

（
３０
）
と
同
じ
チ
ー
ム

で
出
会
い
、
地
域
を
盛

り
上
げ
る
取
組
を
通
じ

て
青
年
団
に
入
団
し
た

（
４
〜
５
頁
参
照
）
。

青
年
世
代
だ
と
リ
ス
ク

を
考
え
て
発
想
が
保
守
的
に

な
り
が
ち
だ
が
、
高
校
生
か

ら
は
、
大
人
が
思
い
つ
か
な

い
面
白
い
ア
イ
デ
ア
が
次
々

と
出
て
く
る
。
逆
に
、
青
年

団
か
ら
は
、
高
校
生
に
は
な

い
知
識
や
経
験
か
ら
出
る
発

言
も
あ
り
、
勉
強
に
な
っ
た

と
い
う
声
も
あ
る
。
高
校
生

と
青
年
団
が
関
わ
る
こ
と
で

お
互
い
に
と
っ
て
新
た
な
気

づ
き
が
あ
っ
た
。

団
員
は
男
性
１７
名
と
女
性

７
名
の
計
２４
名
、
高
校
３
年

生
か
ら
３０
代
後
半
の
メ
ン
バ

ー
が
集
ま
り
活
動
し
て
い

る
。
今
年
度
の
活
動
計
画
の

１
つ
に
あ
る「
き
く
ら
ら
祭
」

は
、
市
主
催
で
１
０
０
年
以

上
続
く
菊
ま
つ
り
の
コ
ラ
ボ

企
画
と
し
て
青
年
が
中
心
に

開
催
し
て
お
り
、
高
校
の
文

化
祭
の
よ
う
な
事
業
だ
。
こ

の
祭
を
盛
り
上
げ
よ
う
と
隣

町
の
高
畠
町
や
長
井
市
、
栃

木
県
日
光
市
や
福
島
県
北
塩

原
村
か
ら
も
青
年
た
ち
が
集

ま
る
。
都
会
に
比
べ
て
地
方

は
人
手
不
足
で
継
承
で
き
な

い
伝
統
や
文
化
も
あ
る
が
、

人
の
つ
な
が
り
は
強
く
、
自

分
が
動
い
た
分
だ
け
町
は
変

わ
る
。「
自
分
た
ち
が
地
域
を

つ
く
る
」
と
い
う
当
事
者
意

識
が
芽
生
え
、
楽
し
さ
は
大

き
く
な
る
。「
青
年
団
に
は
、

南
陽
市
を
盛
り
上
げ
る
こ
と

だ
け
で
な
く
、
県
外
か
ら
戻

る
Ｕ
タ
ー
ン
者
の
受
け
皿
で

あ
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い

る
。
青
年
団
と
高
校
生
・
市

民
だ
け
で
な
く
、
他
地
域
と

の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
て

い
き
た
い
」
と
板
垣
団
長
は

意
気
込
む
。

設
立
式
に
も
参
加
し
た
山

形
県
連
合
青
年
団
の
小
関
新

太
郎
団
長
は
「
今
後
の
活
動

が
楽
し
み
。
『
青
年
団
』
と

い
う
名
前
に
縛
ら
れ
ず
、
面

白
い
こ
と
を
ど
ん
ど
ん
や
っ

て
ほ
し
い
」
と
青
年
団
に
想

い
を
寄
せ
て
い
る
。

Action

■問南陽市教育委員会社会教育課 ■℡０２３８‒４０‒８９９２ （取材）宮城県青年団連絡協議会 伊藤 義幸 支局員

南
陽
青
年
団
、
つ
い
に
発
足
な
ん
よ
う

〜
楽
し
さ
は
自
分
た
ち
が
見
つ
け
る
〜（
山
形
県
南
陽
市
）

２０１９年１０月に開催されたきくらら祭。市民の
方々が集まり各ブースに大行列ができる

２０２１年８月のワークショップ。３０人近くの南陽高校生が参加し、
青年団との交流を楽しみながらまちづくりについて学ぶ

しらいわたか お

白岩孝夫南陽市長の挨拶。団員たちがオンライン配信



か
み
た
い
ら

上
平
青
年
団
は
、
世
界
遺

ご

か

産
の
合
掌
造
り
が
並
ぶ
五
箇

や
ま山

を
拠
点
に
活
動
し
て
い

る
。
団
員
の
多
く
は
南
砺
市

内
の
各
地
で
働
い
て
い
る
た

め
、
同
市
防
災
ア
プ
リ
で
流

れ
る
天
候
・
災
害
に
よ
る
交

通
情
報
を
青
年
団
内
で
共
有

後
、職
場
や
近
所
に
知
ら
せ
、

被
害
拡
大
防
止
に
努
め
る
な

ど
日
頃
か
ら
地
域
を
支
え

る
。１

月
末
に
開
催
さ
れ
た
ス

キ
ー
大
会
で
は
、
子
ど
も
た

ち
の
笑
顔
を
絶
や
さ
ぬ
よ

う
、
無
病
息
災
の
祈
り
を
込

め
た
獅
子
舞
を
行
っ
た
。
上

平
青
年
団
は
１６
集
落
の
青
年

が
集
い
、
５０
人
ほ
ど
の
団
員

が
い
る
。
１
つ
の
青
年
団
と

し
て
舞
っ
た

が
、
音
色
や
舞

に
は
各
集
落
の

特
徴
が
あ
っ

た
。
感
染
対
策

の
た
め
、
練
習

も
上
手
く
行
え

ず
焦
り
が
募
っ

た
が
「
お
ら
ち

ら
し
く
や
ろ
ま

い
（
私
た
ち
ら

し
く
や
ろ
う
）」

と
無
理
に
や
り

方
を
統
一
せ

ず
、
当
日
を
迎

え
た
。
本
番
は

観
光
客
や
地
元
の
方
々

か
ら
激
励
と
浄
財
を
い

た
だ
く
ほ
ど
好
評
に
終

わ
り
、
自
分
た
ち
の
魅

力
が
地
域
に
伝
わ
っ
た

日
と
な
っ
た
。
い
た
だ

い
た
ご
祝
儀
は
、
感
染

拡
大
防
止
策
の
一
助
に

な
れ
ば
と
思
い
、
田
中

幹
夫
南
砺
市
長
に
寄
付

金
と
し
て
手
渡
し
た
。

「
自
分
が
大
好
き
な
こ

の
地
域
を
、
子
ど
も
た

ち
に
も
残
し
つ
づ
け
た

い
」
と
団
員
の
森
井
勇

真
さ
ん（
３０
）は
微
笑
み

な
が
ら
語
る
。

出
身
が
異
な
っ
て
も

お
互
い
を
信
じ
合
い
地

域
に
根
差
す
青
年
団
。

今
後
も
自
分
た
ち
ら
し

さ
を
忘
れ
な
い
。

鹿
児
島
県
青
年
団
協
議
会

は
発
足
７０
周
年
記
念
大
会
と

な
る
第
６９
回
鹿
児
島
県
青
年

大
会
（
以
下
、
県
青
大
）
を

昨
年
１０
月
に
開
催
し
た
。
長

き
に
渡
る
伝
統
を
紡
い
で
き

た
県
青
大
は
今
年
、
波
乱
の

幕
開
け
と
な
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
で
運
営
委
員
も

な
か
な
か
集
ま
ら
ず
、
参
加

者
を
募
集
し
て
も
、
世
間
の

逆
風
を
受
け
参
加
で
き
な
い

と
断
ら
れ
る
こ
と
が
多
か
っ

た
。
そ
れ
で
も
、
今
年
度
の

県
団
ス
ロ
ー
ガ
ン
で
あ
る

「
思
い
を
繋
ぎ
、
地
域
と
繋

が
る
青
年
団
」
を
掲
げ
る
今

年
の
県
団
に
と
っ
て
実
施
す

る
こ
と
に
迷
い
は
な
か
っ

た
。
市
町
村
団
や
諸
先
輩
方

と
密
に
や
り
取
り
し
、
準
備

を
進
め
た
。
大
会
競
技
で
あ

る
ボ
ウ
リ
ン
グ
会
場
は
繁
華

街
に
あ
る
た
め
、
実
際
に
試

合
を
役
員
で
楽
し
み
な
が

ら
、
感
染
対
策
を
考
え
試
行

錯
誤
を
重
ね
た
。
コ
ロ
ナ
だ

け
で
な
く
台
風
で
延
期
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
が
、
な
ん
と

か
開
催
す
る
こ
と
が
で
き

た
。
特
別
公
演
と
し
て
離
島

種
子
島
の
子
ど
も
た
ち
に
夢

り

と
う
し
ぇ
ん

を
つ
な
い
で
２０
年
、
離
島
閃

た
い隊

タ
ネ
ガ
シ
マ
ン
（
Ｔ
Ａ
Ｃ

（
中
種
子
町

連
合
青
年
団

Ｏ
Ｂ
）
）
も

海
を
越
え
て

駆
け
つ
け
、

会
場
を
盛
り

上
げ
た
。

「
青
年
団

は
地
域
を
明

る
く
で
き
る

組
織
と
い
う

自
信
と
誇
り

を
持
ち
、
今

後
も
活
動
を

楽
し
も
う

と
、
全
国
の

仲
間
に
呼
び

か
け
て
い
き

た
い
」
と
末
吉
元
気
会
長

（
２９
）
は
力
強
く
話
す
。

青
年
団
の
強
み
を
い
か
し

活
動
す
る
彼
ら
か
ら
、
今
後

も
目
を
離
せ
な
い
。

ユースポスト１０６巻第２号に、下記の誤りがございました。謹んでお詫び申し上げ、ここに訂正いたします。
表紙 ２段目右の写真
誤）２０１４年２月、宮城県大船渡市「災害は忘れた頃にやってくる」。
正）２０１４年２月、岩手県大船渡市「災害は忘れた頃にやってくる」。

十
人
十
色
の
獅
子
舞

繋
い
だ
第
６９
回
県
青
大

〜
お
ら
ち
ら
し
く
や
ろ
ま
い
〜

な
ん

と

（
富
山
県
南
砺
市
）

〜
思
い
を
繋
ぐ
た
め
に
〜

（
鹿
児
島
県
青
年
団
協
議
会
）

■問鹿児島県青年団協議会 ■℡０９９‒２１８‒１２３５ ■FAX０９９‒２１８‒１２４５X

きた

海を越え、離島閃隊タネガシマン来る

■問上平地域づくり協議会内 ■℡０７６３‒６７‒３６５０

わ
ら
じ

草
鞋
で
雪
上
を
舞
う
獅
子
舞
が
参
観
者
を
魅
了
す
る
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Focus

いつの時代も組織に所属する人たちの頭を悩ませてきた後継者不足の問題。“少子高齢化の影響で若者の人口
が減った”“情報化社会による娯楽の多様化で、青年団活動に興味を持つ人が減った”と考える青年たちは少な
からずいる。しかし、全く勧誘や声掛けをしなくても入団希望者から自発的に「青年団に入るにはどうしたらい
いか」と声が上がっている地域事例もある。それはなぜなのか―。本特集では、その事例を紹介するとともに、
各地の団員たちの声から人を惹きつける活動の魅力や、仲間が増える理由について考える機会としたい。

◆
南
陽
青
年
団
（
山
形
県
南
陽
市
）

①
な
ぜ
入
団
を
決
め
た

の
か

元
々
地
域
活
動
に
興

味
が
あ
り
、
南
陽
市
に

関
わ
る
こ
と
を
し
た
い

と
思
っ
て
い
た
の
で
、

入
団
し
た
。

②
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン

ト
は
何
か

2
0
2
0
年
夏
の
「
置
賜
地
区
高
校
生
ま
ち
づ

く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
へ
の
参
加
。
企
画
書
を

作
る
過
程
で
街
の
人
た
ち
と
つ
な
が
っ
て
い
く
こ

と
が
楽
し
か
っ
た
。「
ま
ち
づ
く
り
っ
て
楽
し
い
」

と
思
っ
た
。

③
活
動
の
魅
力
は
何
か

ま
だ
青
年
団
で
活
動
で
き
て
い
な
い
。
今
ま
で

は
「
地
域
を
元
気
に
す
る
に
は
イ
ベ
ン
ト
開
催
し

か
な
い
」
と
い
う
考
え
だ
っ
た
け
れ
ど
、
イ
ベ
ン

ト
に
限
ら
ず
様
々
な
方
法
が
あ
る
こ
と
を
知
っ

た
。
い
ろ
ん
な
人
と
関
わ
る
中
で
視
野
が
広
が
っ

て
い
く
こ
と
が
楽
し
い
。

④
青
年
団
で
の
今
後
の
展
望
は
何
か

青
年
団
の
み
ん
な
と
、
国
籍
や
障
が
い
に
関
係

な
く
楽
し
め
る
大
き
な
事
業
を
や
り
た
い
。
コ
ロ

ナ
禍
で
海
外
に
行
け
な
い
け
れ
ど
、
南
陽
市
に
は

外
国
の
方
が
多
い
の
で
、
様
々
な
国
の
料
理
や
文

化
を
知
れ
る
よ
う
な
、
海
外
旅
行
に
行
っ
た
気
分

に
な
れ
る
事
業
を
開
催
し
て
、
街
を
盛
り
上
げ
た

い
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

皿
谷

倖
也
（
さ
ら
や
・
ゆ
き
や
）（
18
）
南
陽
市

出
身
。3
月
に
山
形
県
立
南
陽
高
等
学
校
を
卒
業
。

4
月
か
ら
神
奈
川
県
で
警
察
官
と
し
て
働
く
。
ゆ

く
ゆ
く
は
山
形
県
南
陽
市
に
戻
り
た
い
と
思
っ
て

い
る
。

◆
泉
佐
野
市
青
年
団
協
議
会（
大
阪
府
泉
佐
野
市
）

①
な
ぜ
入
会
を
決
め
た
の
か

各
町
内
会
に
青
年
団
が
存
在
し
、
だ
ん
じ
り
祭

し
も
か
わ
ら

や

り
を
行
っ
て
い
る
。
下
瓦
屋
地
区
出
身
で
子
ど
も

の
時
か
ら
祭
り
で
活
躍
す
る
青
年
団
の
姿
に
憧

れ
、
大
人
に
な
っ
て
入
団
す
る
の
が
当
た
り
前
だ

っ
た
。

②
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
何
か

青
年
団
に
は
ヤ
ン
チ
ャ
な
者
も
真
面
目
な
者
も

い
る
。
中
卒
・
高
卒
で
働
き
始
め
た
人
や
大
学
に

進
学
し
た
人
等
、
様
々
な
経
験
を
積
ん
で
き
た
人

が
集
ま
る
の
で
、
仲
間
と
関
わ
る
う
ち
に
多
面
的

な
視
野
を
得
る
。
ど
の
生
き
方
が
良
い
、
悪
い
で

は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
価
値
観
に
触
れ
た
こ
と
で

大
人
に
な
っ
て「
人
生
」の
考
え
方
が
変
わ
っ
た
。

③
活
動
の
魅
力
は
な
に
か

近
所
の
幼
な
じ
み
と
一
緒
に
何
か
で
き
る
こ

と
。
地
元
か
ら
都
会
に
出
る
人
が
多
い
が
、
盆
踊

り
や
秋
祭
り
の
時
に
は
帰
っ
て
き
て
一
緒
に
祭
り

を
盛
り
上
げ
る
の
で
、
毎
年
祭
り
の
時
期
は
同
窓

会
の
よ
う
で
楽
し
い
。

④
青
年
団
で
の
今
後
の
展
望
は
な
に
か

泉
佐
野
市
青
年
団
協
議
会
の
力
は
人
数
の
力
。

昔
の
よ
う
に
だ
ん
じ
り
を
や
り
た
い
人
だ
け
が
集

ま
る
青
年
団
が
今
は
減
っ
て
き
て
い
る
。
自
分
た

ち
で
面
白
い
こ
と
や
地
域
貢
献
活
動
を
や
っ
て
い

か
な
い
と
、
保
護
者
が
「
青
年
団
は
子
ど
も
に
悪

影
響
を
与
え
る
」
と
思
い
込
み
、
子
ど
も
の
参
加

を
認
め
ず
、
青
年
団
の

人
数
も
増
え
な
い
。

地
域
の
い
ろ
い
ろ
な

人
に
ま
ん
べ
ん
な
く
好

か
れ
る
よ
う
、
各
町
の

ゴ
ミ
の
片
づ
け
や
農
業

体
験
活
動
等
を
続
け
、

子
ど
も
た
ち
の
憧
れ
の

存
在
で
あ
る
各
町
の
青

年
団
員
を
増
や
し
て
い

【山形】2020年夏のワークショップ。
みんなでアイデアを出し合う。

【大阪】里山保全活動体験。赤いジャンパ
ーの団員はリーダーとして子どもを誘導。
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後継者不足は、青年団に限らず多くの組織の悩
みであり、少子化の中で今後さらに大きくなる課
題といえる。その中で、南陽青年団や綾川町青年
会、泉佐野市青年団協議会のように、青年団に魅
力を感じて入団してくる青年たちもいる。また、
私の住む珠洲市でも、各地区団に毎年入団する青
年たちがいる。その要因として共通している点は、
実際に活動に参加したり、活動を知っていたり青
年団がどのような目的で、どのような活動を行っ
ているのかが地域の人たちに見えているというこ
とだ。そこで情報を発信することがとても重要に
なってくるが、単に青年団の活動や青年団を理解
してもらうための情報共有型の発信ではなく、共
感してもらえるような情報を発信していくことが
大切だと思う。キーワードは「青年団の見える化」
と「共有から共感へ」である。そのためにも、自
分たちが行っている青年団活動に自信と誇りを持
ち、楽しみながら活動を行ってほしい。それが新
たな仲間を増やしていく最も大切なことだ。青年
団活動の輪が、全国各地で広がることを期待する。

き
た
い
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

中
野

弘
祥
（
な
か
の
・
ひ
ろ
よ
し
）
（
32
）
泉

佐
野
市
青
年
団
協
議
会
会
長
。
泉
佐
野
市
下
瓦
屋

地
区
出
身
。

◆
綾
川
町
青
年
会
（
香
川
県
綾
川
町
）

①
な
ぜ
入
会
を
決
め
た
の
か

中
学
1
年
生
の
と
き
、
母
校
の
小
学
校
で
サ
マ

ー
キ
ャ
ン
プ
の
ス
タ
ッ
フ
を
募
集
し
て
い
て
、
当

時
の
会
長
に
「
手
伝
っ
て
く
れ
な
い
か
」
と
声
を

か
け
ら
れ
た
の
が
き
っ
か
け
。

②
タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
は
何
か

初
め
て
手
伝
っ
た
サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
の
と
き
か

ら
一
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
を
任
さ
れ
て
、
大

き
な
や
り
が
い
を
感
じ
た
。
最
初
は
「
無
茶
振
り

だ
な
」
と
感
じ
た
部
分
も
あ
る
が
、
や
っ
て
み
た

ら
楽
し
く
て
、
活
動
を
始
め
て
今
年
で
8
年
目
と

な
る
。

③
活
動
の
魅
力
は
な
に
か

小
学
生
対
象
の
キ
ャ
ン
プ
を
実
施
し
て
い
て
、

参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
と
運
営
側
の
青
年
会
員
の

主
体
性
を
尊
重
し
て
活
動
し
て
い
る
。
安
全
管
理

の
う
え
、
キ
ャ
ン
プ
で
子
ど
も
た
ち
に
食
べ
る
も

の
か
ら
寝
る
時
間
ま
で
考
え
て
も
ら
っ
て
い
る
。

そ
し
て
ス
タ
ッ
フ
で
あ
る
青
年
会
員
も
自
分
た
ち

の
頭
で
考
え
、
自
由
で
柔
軟
な
発
想
で
取
り
組
む

の
が
魅
力
。
楽
し
い
か
ら
こ
そ
活
動
を
続
け
て
い

る
が
、そ
れ
で
な
く
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に
悩
み
、

学
び
、
と
も
に
成
長
す
る
場
と
な
っ
て
い
る
。

④
青
年
会
で
の
今
後
の
展
望
は
な
に
か

子
ど
も
キ
ャ
ン
プ
に
参
加
し
た
子
ど
も
が
そ
の

後
青
年
会
員
に
な
る
こ
と
も
多
い
。
子
ど
も
た
ち

に
「
あ
の
と
き
の
お
姉
さ
ん
（
お
兄
さ
ん
）
に
憧

れ
て
…
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
、育
て
て
も
ら

っ
た
先
輩
方
の
よ
う
に
、
自
信
と
責
任
を
も
っ
た

背
中
を
子
ど
も
た
ち
に
見

せ
て
い
き
た
い
。

【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】

大
林

千
明
（
お
お
ば
や

し
・
ち
あ
き
）（
21
）（
写

真
一
番
右
）
綾
川
町
青
年

会
会
長
。
綾
川
町
出
身
。

活
動
を
通
じ
て
地
域
の
子

ど
も
た
ち
や
町
を
元
気
に

し
て
い
き
た
い
。【プロフィール】

時兼 秀充（ときかね・ひ
でみつ）
珠洲市立緑丘中学校校長。
若山青年団団長、珠洲市青
年団協議会会長、石川県青
年団協議会会長を経て、20
01～2003年に日本青年団協
議会副会長。以来、全国青
年問題研究集会の助言者を
務める。

【香川】大人のサマーキャンプで親睦を深める

全国の青年団の活動をクイズでご紹介！青年団ならではの活動やそのエピソードを、
写真とともにお届けします。是非みなさんの活動の参考にしてください！

※答えは右記のQRコード（日本青年団協議会 Facebook）から→

青年団の活動の拠点として、全国各地に青年会館などが
あります。ここ香川県にも香川県青年センターがあり、平
成24年の改築再オープン時には県の青年会が指定管理者
（現在青年団ＯＢ・ＯＧが中心の法人）になるなど全国に
先駆けた特色があります。実はこのセンターは、駅からの
距離の近さも他の施設に負けていません。はたして、最寄
りの駅からセンターまでの距離は何ｍでしょうか？

（香川県 香川県連合青年会より出題）

北海道の長沼町青年団体協議会では、節分の時期に小学
生を対象に「冬のつどい」を開催しています。恵方巻きを
手作りし、皆で食べながらおはじきや駒まわし、カルタな
ど昔遊びをして遊びます。じつは、このイベントには子供
が遊ぶということの他にも目的があります。さて、一体そ
れはなんでしょうか？
ヒントは、「昔遊びはその道のプロに教えて貰いたい」
です！ （北海道 北海道青年団体協議会より出題）

まとめ

あの日・あの時・あの場所であの日・あの時・あの場所であの日・あの時・あの場所で



リーダーと語る

社会の最前線で活躍する方と語り、あらゆる角度から地域
を見つめる本企画。今回は、全国青年大会舞台発表の部の運
営委員を務める伊緒里優子氏と対談する。伊緒里氏は、地域
の草の根から始まる芸能文化活動をどう見ているのか。そし
て青年団のこれからの活動とは。
今回は、地元の青年団で演劇活動を行ってきた日本青年団
協議会副会長の藤原麻美もオンラインで同席した。

「「
楽楽
しし
ささ
」」のの

そそ
のの
先先
へへ

（
中
園
）
実
践
者
と
し
て
の

立
場
か
ら
、
青
年
団
の
芸
能

文
化
活
動
に
対
す
る
印
象
を

伺
い
ま
す
。

（
伊
緒
里
）
２
種
類
の
団
体

が
あ
る
と
感
じ
ま
す
。ま
ず
、

自
分
た
ち
が
楽
し
ん
だ
り
仲

間
と
楽
し
く
や
る
こ
と
を
第

一
と
す
る
、
比
較
的
新
し
い

グ
ル
ー
プ
で
す
。
２
つ
目
は

代
々
取
り
組
み
を
続
け
て
き

た
団
体
。
最
初
は
自
分
た
ち

が
楽
し
も
う
と
始
め
た
の
か

も
し
れ
な
い
け
れ
ど
、
そ
の

う
ち
に
地
域
の
人
に
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
意
識
が
出
て

き
て
、
そ
の
た
め
に
色
々
と

工
夫
し
洗
練
さ
れ
て
き
ま

す
。
動
機
と
し
て
楽
し
む
こ

と
は
必
要
で
す
が
、
一
歩
先

に
進
む
と
地
域
の
人
の
こ
と

を
意
識
し
始
め
る
。
楽
し
さ

の
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
「
登
場

人
物
の
気
持
ち
は
ど
う
だ
ろ

う
」
「
観
客
か
ら
ど
う
見
え

る
か
な
」
と
い
う
の
が
あ
り

ま
す
。
先
ほ
ど
の
２
つ
の
団

体
の
方
向
性
は
ど
ち
ら
も
正

し
く
、
そ
の
意
味
で
は
芸
術

に
勝
ち
負
け
は
無
く
て
、
だ

か
ら
こ
そ
誰
で
も
取
り
組
み

や
す
い
ん
で
す
。
例
え
ば
、

演
劇
を
始
め
た
て
の
中
学
生

に
と
っ
て
「
○
○
じ
ゃ
な
け

れ
ば
い
け
な
い
」
決
ま
り
は

あ
り
ま
せ
ん
。
中
高
の
演
劇

部
と
青
年
団
が
一
緒
に
演
劇

の
上
演
に
挑
戦
し
て
楽
し
ん

で
み
て
、
学
校
を
卒
業
し
た

ら
青
年
団
へ
、
と
い
う
の
も

芸
能
文
化
を
通
じ
た
仲
間
づ

く
り
の
一
つ
の
方
法
だ
と
思

い
ま
す
よ
。

認認
めめ
らら
れれ
るる
ここ
とと
がが

原原
動動
力力
にに

（
中
園
）
演
劇
の
よ
う
に
、

正
解
が
無
い
こ
と
に
向
き
合

う
こ
と
が
社
会
教
育
に
通
じ

ま
す
ね
。
向
き
合
う
た
め
の

原
動
力
は
何
で
し
ょ
う
。

（
伊
緒
里
）
例
え
ば
、
け
ん

玉
が
で
き
る
だ
け
で
も
周
り

か
ら
一
目
置
か
れ
ま
す
。
誰

か
一
人
で
も
喜
ん
だ
り
驚
い

た
り
す
る
も
の
に
価
値
が
あ

る
し
、
前
向
き
に
な
れ
る
ん

だ
と
思
い
ま
す
。

（
中
園
）
そ
れ
で
も
活
動
を

続
け
る
う
ち
楽
し
さ
や
初
心

を
忘
れ
て
し
ま
う
、
と
い
う

こ
と
は
青
年
団
運
動
に
も
重

な
り
ま
す
。
演
劇
の
世
界
で

初
心
を
忘
れ
て
し
ま
っ
た

ら
、
ど
う
復
活
す
る
の
で
す

か
。

（
伊
緒
里
）
私
た
ち
も
そ
こ

に
陥
り
ま
し
た
。
団
体
が
軌

道
に
乗
っ
て
、
福
岡
で
１
、

２
を
争
う
集
客
を
始
め
た

ら
、
だ
ん
だ
ん
何
の
た
め
の

劇
団
か
分
か
ら
な
く
な
っ

て
。
あ
る
中
学
校
で
先
生
か

ら
「
演
劇
部
の
生
徒
た
ち
に

楽
し
さ
を
教
え
て
ほ
し
い
」

と
お
願
い
さ
れ
、
ハ
ッ
と
し

た
ん
で
す
。
指
導
初
日
に
大

き
な
声
が
出
な
か
っ
た
生
徒

が
、
翌
日
声
が
出
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
声

を
出
し
て
い
い
ん
だ
よ
！
と

褒
め
た
ら
、
そ
の
子
が
思
わ

ず
泣
き
だ
し
て
。
自
分
が
認

め
ら
れ
た
と
思
い
泣
い
た
ん

で
す
。
芸
術
を
通
じ
て
自
分

で
成
長
し
た
い
、
何
か
で
き

る
よ
う
に
な
り
た
い
と
い
う

喜
び
が
ま
ず
あ
る
ん
だ
、
と

初
心
に
立
ち
返
り
ま
し
た
。

（
藤
原
）
そ
の
通
り
で
す
。

私
も
地
域
で
演
劇
を
し
て
い

て
、
あ
る
青
年
団
員
が
ハ
ー

ド
ル
を
乗
り
越
え
た
時
に
一

緒
に
喜
べ
る
と
い
う
体
験
が

あ
っ
て
、
そ
こ
か
ら
ハ
マ
っ

て
い
き
ま
し
た
。
一
人
が
で

き
る
ま
で
み
ん
な
が
寄
り
添

う
と
こ
ろ
。
青
年
団
で
文
化

活
動
を
通
じ
て
、
人
を
大
事

に
す
る
と
こ
ろ
を
学
ん
で
ほ

し
い
で
す
ね
。

「「
私私
がが
やや
りり
たた
いい
ここ
とと
」」

をを
やや
ろろ
うう

（
伊
緒
里
）
生
き
て
き
て
良

か
っ
た
、
と
言
え
る
こ
と
が

一
つ
あ
れ
ば
だ
ん
だ
ん
楽
し

く
な
っ
て
き
ま
す
。
最
初
に

「
地
域
貢
献
し
よ
う
」
で
は

な
く
、
集
ま
っ
た
メ
ン
バ
ー

が
や
っ
て
い
る
こ
と
が
結
果

的
に
地
域
の
た
め
に
な
っ
て

い
け
ば
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
で

す
か
。
今
は
漠
然
と
し
た
も

の
で
集
ま
っ
て
く
る
時
代
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
が
こ
れ

を
や
り
た
い
か
ら
、
こ
れ
を

や
る
ん
だ
と
い
っ
て
人
を
集

め
る
。
誰
か
が
や
っ
た
こ
と

を
踏
襲
す
る
の
で
は
な
く

て
、
誰
か
の
や
り
た
い
こ
と

が
本
当
に
楽
し
い
こ
と
だ
っ

た
ら
、
「
私
も
や
っ
て
み
た

い
」
と
都
市
で
も
地
方
で
も

人
は
集
ま
っ
て
き
ま
す
。
そ

れ
を
全
国
青
年
大
会
に
も
っ

て
き
て
く
れ
れ
ば
（
笑
）

（
中
園
）
本
当
で
す
ね
。
今

日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

（
紙
面
で
の
ご
紹
介
は
こ
こ

ま
で
。
伊
緒
里
さ
ん
と
中
園

会
長
の
対
談
の
続
き
は
日
青

協
Ｆ
Ｂ
等
で
紹
介
し
ま
す
。

左
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
チ
ェ
ッ

ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
）

つづきは↑
こちら

「楽しさ」を超える、
私がやりたいこと

（写真右）NPO法人日本アマチュア演劇連盟事務局長 伊緒里 優子 氏
いおり・ゆうこ。福岡県遠賀郡岡垣町出身。劇団 SAKURA前戦を旗揚げし、殺陣を中心に現代
演劇の最前線に立ち、海外公演も多数。現在NPO法人日本アマチュア演劇連盟事務局長。２０１８
年度から全国青年大会運営委員及び舞台発表の部の審査員。
（写真中）日本青年団協議会副会長 藤原 麻美
ふじわら・あさみ。滋賀県高島市在住。地元で仲間と共に演劇に取り組み、青年団に出会う。
現在、日本青年団協議会副会長。
（写真左）日本青年団協議会会長 中園 謙二
１９８０年６月１６日生まれ。岡山県倉敷市在住。２００８年に岡山県青年団協議会へ入会し、２年後に
同会会長就任。２０１５年に日本青年団協議会役員を経て、２０２０年より同会会長。



オ
ン
ラ
イ
ン
で
つ
な
が
る
輪

２０２１年３月７日、日本青年団協議会
は第６６回全国青年問題研究集会（以下、
全国青研）を開催した。当初、対面で
の開催を予定していたが、新型コロナ
ウイルス感染症の感染拡大に伴い、全
国青研史で初となるオンライン開催に
踏み切った。青年団では戦後直後より
膝をつきあわせて語り合う文化を大事
に活動してきた。しかし、直接集うこ
とが難しくなった今日、物理的な距離
だけでなく他者と自分、組織と自分と
いった、一人ひとりが持つ様々な「つ
ながり」との距離感を見つめ直し、つ
ながりの中での自身の考えを導き出す
ことを目的に、「This is my distance
♪」をテーマとして開催した。「地域
活動について」「生活課題について」
「教宣活動について」の３部門１０分科
会に分かれ、全国から４４名の方に参加
いただいた。例年に比べ、道府県の青
年問題研究集会の開催地域が少なかっ

たものの、参加
者数が昨年度よ
りも増えた。そ
の理由として、
コロナ禍だから
こその語り合い
や、つながりを

求める青年たちの想い、オンラインだ
からこそ参加しやすいとの声があった
ことがあげられる。
実践報告では、２０２０年度全国地域青

年「実践大賞」受賞団体からもりやま
青年団（滋賀県）、安城市青年団協議
会（愛知県）から報告をいただいた。
「地域に元気を届けたい」「自粛と何
もしないこととは違う」と、コロナ禍
の中で集まることを諦めずできるこ
と、やりたいことを団員と共に考え、
試行錯誤し実践した報告があった。参
加者からは「自分たちもやってみたい」
など多くの感想が寄せられた。
分科会では、オンラインであっても

参加者同士がお互いの言葉を補った
り、フォローしたりと対面形式と変わ
らない場面がいくつもあった。「地元
に帰って仲間に日ごろから思いを伝え
たい」「できない理由を並べるのではな
く、まずはやってみる」など、最後に

は前向きな声があがった。一人の悩み
に対し、他の参加者が正面から向きあ
い語る、青年団が得意とする共同学習
の意義を感じる一方、オンラインによ
る疲労感や会話の間合いなどの課題も
残った。
共に語り、学び合う全国青研。当初オ

ンラインの手法や、１日開催となった
ことでの懐疑的な部分があったが杞憂
に終わった。オンライン開催であって
も、対面の開催と同じように生活課題
を深堀り、仲間の声に耳を傾けたりす
る実践は変わらない。対面開催ではな
いからこそ、これまで以上に青年団の
本質的なところ、大事にしたいことが
浮かび上がった。相手と真剣に向き合
うことはエネルギーを要し、日頃の生
活の中で置き去りにしていることもあ
るかもしれない。それでも、自身と向
き合い、他者と向き合い、語り合うこ
とは自身の節目や成長を実感する機会
となる。この全国青研を経て、次年度
の活動に弾みをつけた仲間たち、後輩
たちの姿は頼もしい。日青協ではこの
オンラインの取組みの成果を次年度に
引継ぎ、新たな実践を積み上げていく。
（文責：日本青年団協議会

常任理事 大﨑 博士）

第66回全国青年問題研究集会
～This is my distance♪～

の開催について
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事業案内

～創る・結ぶ・学ぶ～

古代ギリシアの哲学者であるアリストテレスの言葉
のうち、人間の生き方について語った有名な言葉に「人
間は社会的動物である」がある。この言葉は「より善
く生きることをめざしている人間同士の共同体が、人
間の完成に必要だ」ということを示す。確かにその通
りだ。私たちは生まれた時から、生涯を終えるまでた
えず社会や他者と交わりながら生きている。まさにゆ
りかごから墓場まで。当時と今では環境も文化も何か
もと呼べるほど変わったが、人との関わりを持ちなが
ら生きていくことはいつの時代も普遍的なものだ。
東日本大震災から１０年、新型コロナウイルス感染症

の確認から１年以上が経過し、個人に対して自らの生
活を問われる機会が増えてきた。先生や親などが決め
てくれた幼少期や青少年期と違い、青年期になると「自

分で決める」という機会が強制的に与えられ、決めた
ことへの責任もまた要求される。果たしてそれで良い
のだろうか。本人が自由に決めることができる社会自
体は大変評価できる一方で、自分中心の視野で社会を
見ることにより、物事を自分軸で判断することが正し
いと感じる錯覚に陥る。そしてコミュニケーションに
よるすれ違いは増え、様々なトラブルは後を絶たない。
生きることは、決断の連続だ。一人ひとりの選択の

結果が今の世の中を形成している。だからこそ、誰一
人として欠けてはならない大切な存在なのだ。新年度
のスタートに際して、「私がやる」から「私もやる」
へ。
新しい自分に自ら問いかけてみよう。

職
場
の
先
輩
か
ら
「
青
年
の

集
い
に
参
加
し
な
い
か
？
」
と

声
を
掛
け
ら
れ
、
第
６５
回
滋
賀

県
青
年
大
会
実
行
委
員
会
に
入

っ
た
安
原
さ
ん
。
参
加
す
る
う

ち
に
「
よ
か
っ
た
ら
夏
祭
り
も

手
伝
っ
て
く
れ
へ
ん
？
」
と
言

わ
れ
、
前
日
準
備
か
ら
参
加
。

た
く
さ
ん
の
人
が
集
ま
っ
た
夏

祭
り
は
多
く
の
笑
顔
に
溢
れ
、

「
楽
し
い
な
ぁ
」
と
感
じ
た
。

一
番
印
象
深
い
の
が
、
足
の
不

自
由
な
お
じ
い
さ
ん
が
、
キ
レ

の
あ
る
盆
踊
り
を
楽
し
そ
う
に

踊
っ
て
い
た
こ
と
。
様
々
な
方

が
集
い
、
楽
し
め
る
夏
祭
り
を

つ
く
り
上
げ
る
青
年
の
パ
ワ
ー

を
実
感
し
、
も
っ
と
い
ろ
い
ろ

や
っ
て
み
た
い
と
感
じ
た
。
そ

の
後
、
新
旭
町
の
青
年
団
で
あ

る
チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
に
友
達

と
入
団
し
た
。

１
年
後
、
高
島
市
青
年
協
議

会
の
理
事
に
誘
わ
れ
、
チ
ャ
レ

ン
ジ
ク
ラ
ブ
と
併
せ
て
活
動
。

令
和
２
年
度
に
は
高
島
市
青
年

協
議
会
の
会
長
に
就
任
。
翌
年

か
ら
は
、
併
せ
て
チ
ャ
レ
ン
ジ

ク
ラ
ブ
の
代
表
に
も
就
任
す

る
。
安
原
さ
ん
は「
原
点
回
帰
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
ク
ラ
ブ
と
い
う
名

の
下
、
好
奇
心
を
大
事
に
し
て

自
分
た
ち
の
や
り
た
い
こ
と
を

実
現
さ
せ
て
い
き
た
い
」
と
明

る
く
意
気
込
む
。
ま
た
、
「
同

じ
よ
う
に
頑
張
っ
て
い
る
青
年

団
と
と
も
に
滋
賀
県
、
高
島
市

を
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い
」
と

語
る
。
周
り
を
笑
顔
に
す
る
、

パ
ワ
フ
ル
な
安
原
さ
ん
の
こ
れ

か
ら
の
活
躍
が
楽
し
み
だ
。

●
滋
賀
県
青
年
団
体
連
合
会

村
田
康
恵
支
局
員
よ
り
投
稿

第６７回静岡県青年祭（予定）
主催：静岡県青年団連絡協議会
日程：７月下旬～９月上旬
会場：神明ボウル、静岡市北部体育館、静岡市南部体育館など
県下青年が集い各種目の日頃の成果を発揮し、上位チーム、団体は全国

青年大会の出場権を獲得できます。参加者の多い種目ではコロナ禍でも万
全の対策をしながらも５０人近くの選手が集まりました。今年度もコロナ対
策を徹底し、多くの県下青年が交流する大会にしていきます。
※日程・会場は各種目により異なります。

みすみフォトウォーキング（予定）
主催：長門市三隅青年団
日程：７月中旬 １０：００～１５：００
会場：三隅公民館
山口県長門市三隅の自然、歴史や芸術に触れながら、映える写真を撮り

ましょう。SNSを活用したコンテストも同時開催予定！
※参加人数は１０名まで。※予定が変更になる可能性があります。
参加者募集中！お問い合わせは日青協事務局まで

３・１１から１０年が経った。当時、被災地を
撮影するカメラマンに対し、不謹慎との声が
上がった。声には出さずとも、実は自分もそ
う思っていた一人だったりする。
写真や動画というのは、良くも悪くもあり
のままをそのままの形で記録し、映す。１０年
の節目を迎えた今、それらを改めて観直して
みると、当時を風化させないためにも、美化
させないためにもこのような記録の必要性を
感じた。（丹）
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最新の情報はこちらに
https://dan.or.jp

コロナに負け
ず、チャレンジ
精神を大切に！


